
浜松市モビリティサービス推進
コンソーシアム

令和5年度第2回会議
令和5年9月4日（月）10:30-11:30



次 第

１ 開会
２ 共同幹事挨拶
３ 会員の状況

４ Well-Being指標の活用
５ モビリティ分野におけるデータ利活用について
６ 静岡県の取組紹介（３次元点群データ利活用）
７ 会員のモビリティ関連のプロジェクトについて
８ 意見交換
９ 閉会



２ 共同幹事挨拶

■ 浜松市
デジタル・スマートシティ推進部長 水谷 供子

■ 遠州鉄道㈱
経営企画部長 岡野 裕貴

■ スズキ㈱
次世代モビリティサービス本部 本部長 熊瀧 潤也



3 会員の状況

※50音順

• 一般会員 111団体（令和5年9月4日時点）。
• R5第1回会議（令和5年6月1日）時点の102団体から、一般会員9団体が新規会員に。

No. 法人名

1 株式会社I'mbesideyou
2 株式会社コントレイルズ
3 誠真産業株式会社
4 株式会社データ・テック
5 Terra Drone株式会社
6 株式会社FaroStar
7 株式会社プロドローン
8 ベルクリエイト技研
9 株式会社リックス

※50音順



４ Well-Being指標の活用



国（デジタル田園都市国家構想）
地域の人々のWell-Beingの向上の実現といった共通のゴールに向け価値観の共有
を進め、共助の取組を引き出す。
（Well-Beingに係る指標の整備、活用の推進）

デジタル庁
デジタル社会の実現に向けた重点計画（概要）より

市（デジタル・スマートシティ構想）
人口減少・少子高齢化やインフラ老朽化、コロナ禍の状況においてデジタルの力
を最大限に活用し「市民QoLの向上」と「都市の最適化」
を目指しデジタルで“繋がる未来”を官民で共創

Well-Beingの視点で
暮らしやすさと幸福感を実感できるように
地域幸福度（Well-Being）指標を

活用していく

４ Well-Being指標の活用



出典 デジタル田園都市国家構想実現に向けた地域幸福度（Well-Being)指標の活用促進に関する検討会（第1回）資料

４ 国が示すWell-being指標の活用の方向性



４ Well-Being指標を先行的に活用する4分野

ウエルネス分野

交通／モビリティ分野

カーボンニュートラル／
エネルギー分野

スタートアップ分野

広大な市域や自動車産業が盛
んな都市の特徴を活かした取
組を推進。

再生可能エネルギー導入容量日本
一の特徴を活かし、産学官金によ
るプラットフォームを形成し、
様々なスマートプロジェクトを推
進。

市民がいつまでも健康で幸せ
に暮らせる「予防・健幸都
市」の実現を目指し、官民で
取組を推進。

スタートアップと地域のも
のづくり企業との融合によ
る新産業の創出を目指す。

◎市民の幸福度向上への寄与度
◎デジタル・スマートシティの取組方針との親和性

選定の観点



４ Well-being指標の活用に関するワークショップを開催



４ Well-being指標の活用に関するワークショップを開催



４ Well-being指標の活用に関するワークショップ（第２回 7/3）



４ はままつWell-Beingアワード2023 創設 



４ 浜松市におけるWell-being指標活用の取組紹介



5 モビリティ分野におけるデータ利活用について



5 モビリティ分野におけるデータ利活用について

提供者 対象 データ内容

遠州鉄道（株） バス、電車 期間 2022.4～2023.5（14カ月）
乗降場所、乗降時間、乗降者数

東京海上日動火災保険
（株） 自動車 期間 2022.4～2023.5（14カ月）

（または2021.1～2021.12(12カ月)）

提供者 対象 データ内容

スズキ（株） 自動車 期間 2022.10（1ケ月）

イーデザイン損害保険
（株） ― ノルクアプリから得られる移動情報

静岡県（静岡県データ
分析・収集プラット
フォーム）

―

期間 2019.1～2023.7
人流データ
観光振興を目的としたプラットフォームのため、
宿泊施設や観光スポットをメインに移動状況が確
認可能

その他 ― オープンデータ（中心市街地歩行量調査）、もし
かもマップ、安全運転イベントなど

①See MaaS 連携データ

②その他活用想定データ

昨年度のデータ利活用に関する実証実験を継続（市5月補正予算）



5 モビリティ分野におけるデータ利活用について
市関係課のデータ分析取組内容

①地域交通
西区庄内地区において、今年度事業を開始する「共助型交通」の住民ドライバー拡
大および利用者拡大を目的に、
 自動車を使った地域住民の移動実態を把握する
 地域住民の地域内の移動実態を把握する

②交通渋滞
都田・三方原地域における朝夕ピーク時の通勤車両による交通混雑の現状把握や対
策検討を目的に、
 朝夕のピーク時間帯に移動する車両はどこから来るのかを把握する

③産業(商業)
中心市街地活性化を目的に、
 中心市街地に来る人の移動実態を把握する

④観光
大河ドラマ館のオープンによる集客効果の確認を目的に、
 大河ドラマ館周辺の人の移動実態を把握する（前後比較）



5 モビリティ分野におけるデータ利活用について

今年度のコンソーシアムの取組として、以下を予定。

①オンラインセミナー
・１１月２日（木）午後に開催予定
・有識者講演、事例紹介、パネルディスカッションなど

②データ利活用に関するＷＳ形式の勉強会・意見交換会
・１２月上旬に開催予定
・事例インプット、実際にシステム操作を行う形式を想定

※詳細については、随時Slackで連絡します。



６ 静岡県の取組紹介（３次元点群データ利活用）



３次元点群データ利活用（次世代エアモビリティ分野）に関する連携協定締結

静岡 県 朝日航洋株式会社



連携協定の目的
３次元点群データを利活用し次世代エアモビリティ分野
における地域の活性化や産業振興、経済発展に寄与する。



協定による取組内容
・３次元点群データ活用によるシミュレーション技術の向上

・バーティポート（垂直離着陸場）の適地選定調査

・コリドー（飛行航路・区域）の選定調査



静岡県は３次元点群データによる原寸（縮尺１/１）の
仮想県土（VIRTUAL SHIZUOKA）を全国に先駆け整備



点群データ：レーザスキャナ等で計測したＸ,Ｙ,Ｚの位置情報を持つ膨大な点の集まり

VIRTUAL SHIZUOKA の点群データ



空飛ぶクルマの実現イメージ（経済産業省）

出典：経済産業省ウェブサイト（https://www.meti.go.jp/press/2018/12/20181220007/20181220007.html）

山 間 部 都 市 部



電線や高圧線など上空の点群データも重要







協定による取組内容
・バーティポート（垂直離着陸場）の適地選定調査

デジタルツインによる空飛ぶクルマのVポートコンサルティング

３次元点群データを活用したデジタルツイン技術
を用いることで、
空飛ぶクルマVポートの適地選定から進入路の検討
までのシミュレーションが行えます。

「VIRTUAL SHIZUOKA」３次元点群データを
活用したシミュレーションイメージ



・バーティポート（垂直離着陸場）の適地選定調査

「VIRTUAL SHIZUOKA」３次元点群データを
活用したシミュレーションイメージ



・コリドー（飛行航路・区域）の選定調査
3次元点群から生成したDSMデータを活用し、
地形や構造物を立体的に捉えた危険領域モデル
を作成。
危険領域モデルを基にフライトプランを作成
することで、2Dでは判読できない、
3Dにより危険因子を回避します。

DSMより作成した危険領域モデル

■危険領域モデル

■構造物

3次元点群データを活用し安全なフライトの実現

特許取得済：特許6929211

「VIRTUAL SHIZUOKA」３次元点群データを
活用したシミュレーションイメージ



・コリドー（飛行航路・区域）の選定調査

特許取得済：特許6929211
「VIRTUAL SHIZUOKA」３次元点群データを
活用したシミュレーションイメージ



協定に期待する効果
・３次元点群データを活用した先進的ユースケースの創出

・次世代エアモビリティの先行活用フィールドになり得る

・県内企業との連携による産業面への好影響が期待できる



７ 会員のモビリティ関連のプロジェクトについて



2023/09/04



Mission











Company

1 ZIPLINE

2 Terra Drone Corporation

3 Aerodyne Group

Country

2022

Company

1 Aerodyne Group

2 Terra Drone Corporation

3 Cyberhawk

Country

2021

Company

1 Terra Drone Corporation

2 Aerodyne Group

3 Cyberhawk

Country

2020

https://droneii.com/best-companies-for-drone-services
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浜松市・遠州鉄道株式会社・スズキ株式会社合同

安全運転イベント開催のご報告

スズキ株式会社
株式会社スマートドライブ
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本日お話しする内容

本イベントの概要1

Agenda

SUZUKI FLEETとは2

イベントの簡易報告3
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本日お話しする内容

本イベントの概要1

Agenda

SUZUKI FLEETとは2

イベントの簡易報告3

本イベントの概要1
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イベント概要
About

目的 ・参加団体における「安全運転推進」
・走行データを通じた利活用方法の検討（走行データからの概算CO2排出量の算出など）

イベント期間 ・ 7月中旬～ 8月中旬の約1ヶ月間

走行車両台数 ・各団体50～90名程度、合計182台

概要

社用車・自家用車双方に利用できるデバイスを配布、利用車両から日々の走行データを測定。

デバイスの運転がスコア化できる機能（ハンドル操作、加速、減速の3つの観点で採点）を
活用し、参加者には安全運転のランキングなどが定期的に共有されるなど、楽しみながら安
全運転を推進。
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データ取得するためのデバイス
About

シガーソケットに差し込むことでGPSデータから位置情報や運転操作についてのデータを取得可能
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参加ドライバーへのフィードバック内容（ご提供レポート）
About

該当期間

該当期間における
運転スコア

該当期間における
各社での順位

該当期間における
急加速
急減速
のマップ

加速、減速、ハンドリング
それぞれのスコア

該当期間における
走行データをもとにした
運転アドバイス

該当期間における
走行データをもとにした
運転のクセ

色が濃くなっている箇所が
該当ドライバーの弱点にな
っている
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本日お話しする内容

本イベントの概要1

Agenda

SUZUKI FLEETとは2

イベントの簡易報告3
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シガーソケット型の簡易通信機を取付けるだけ。
運転・人・モノなど管理車両に関わる情報を
SUZUKI Fleetでまとめて一元管理。
業務の可視化、安全運転徹底やEV導入計画にも
ご活用いただける法人様向けサービスです。

SUZUKI FLEETについて
Service

2023年3月からサービス提供を開始、スズキが提供する法人向けコネクテッドサービス

車両位置把握

安全運転促
進

EV導入計画

維持コスト削減

日報・月報
業務記録の自動

化

簡単取付デバイス

労務改善
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SUZUKI FLEETの特徴
Service

車両メーカーの目線も踏まえた個別分析・提案など定期的なサポートを実施

EV導入支援計画、安全運転啓発への活用、
稼働状況に応じたコスト削減案など
スズキのデータ分析チームがサポート
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本日お話しする内容

本イベントの概要1

Agenda

SUZUKI FLEETとは2

イベントの簡易報告3 イベントの簡易報告3
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走行サマリ
Review

前半 後半

車両台数 182台 180台

運転スコア 71点 71点

急加速回数（※） 3.87回 3.91回

急減速回数（※） 3.42回 3.38回

総走行時間 2,863時間 3,087時間

総走行距離 69,280km 73,318km

安
全
運
転

※:1,000km走行あたりの回数

1ヶ月を前後半に分けてレポート提示も安全運転に関わるスコアに大きな違いは見られなかった
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同期間での他地域企業での平均データ
Review

急操作回数に大きな違いが見られ、エリア特性として急イベントが発生しやすい状況であると考えられる

運転スコア 71点 74点

急加速回数（※） 3.90回 1.71回

急減速回数（※） 3.41回 1.33回

イベント全体平均 他地域企業平均
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ドライバーごとの改善状況
Review

個別に見ると安全運転スコアが改善しているドライバーも存在し、なぜ上がったのか今後深ぼって分析予定
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事故危険場所と危険操作箇所のマッピング
Review

浜松市での事故発生ポイント以外でも頻繁に急操作が発生しているポイントも見受けられる

静岡県警察、静岡県内の事故危険場所

:事故危険場所

:急加速箇所

:急減速箇所
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事故危険場所と危険操作箇所のマッピング  詳細
Review

危険箇所とされる中沢町交差点付近ではやはり危険操作が集中しているケースが多い

朝日新聞デジタル、交通事故ワースト1「魔の交差点」 
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参考 中沢町交差点付近
Review
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事故危険場所と危険操作箇所のマッピング  詳細
Review

事故発生ポイント以外でも下池川町交差点など急操作が集中しているポイントが存在している。
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参考 下池川町交差点付近
Review



SUZUKI Strictly Confidential
© Copyright [2023] SUZUKI MOTOR CORPORATION All rights Reserved

New Mobility Service

1919

CO2排出量簡易算定
Review

本イベント中に約44tのCO2が発生したと算定される（家族1世帯の年間のCO2排出量は約4,000kg）
車両の利用方法や運転特性からカーボンニュートラルにつなげる施策について今後より深ぼって分析予定
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Thank you
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会員の実施している（又は実施予定）モビリティ関連のプロジェクト

スズキが目指す、一生涯移動に困
らない社会の実現において、セニア
カー(ハンドル形電動車いす)は免
許返納後の移動手段を提供する
モビリティとして重要な役割を果た
している。
ただし、自動車での行動範囲と比
較するとセニアカーで移動できる範
囲は限定的であるため、公共交通
機関との組み合わせにより、範囲を
狭めることなく維持できる世界を創
りたい。
そこで、高齢者の行動範囲を広げ、
暮らしを楽しむ環境整備を目指し、
公共交通機関(天浜線)と高齢者
モビリティ(セニアカー)の連携の可
能性の検討、車両乗車の現状把
握と課題抽出を目的に実施する。

■背景･目的 ■概要

「高齢者モビリティ×鉄道」をテーマとした実証実験 (はままつスタートアップ・イノベーション拠点形成事業)

■プロジェクト名称

浜松市(実施主体)、森ビル(事業受託者)、スズキ・天竜浜名湖鉄道(協力企業)
■実施団体

開催日 2023年8月8日(火) ※貸切で実施
乗車実証区間 天浜線 天竜二俣駅・新所原間
乗車時間 天竜二俣駅発11:17 → 天竜二俣駅15:02
乗車実証者 スズキ社員
乗車実証内容（６つの実証実験)
1. 車両に、セニアカーが乗り込めるか 
2. 無理なく乗り込めるセニアカーの台数は 
3. 走行中のセニアカーの固定具合は 
4. 走行中の、セニアカーのぐらつき・安心感は
5. 走行中の、乗員と同乗者とのコミュニケーションは 
6. 主要駅のバリアフリー性、セニアカーとの相性は 
※ハード、ソフトの両面より課題を抽出し、今後の環境整備や
技術改良等に繋げるとともに、実証内容の情報を首都圏イノ
ベーション拠点において展開し、市内外の企業が共創し課題
解決を図る



会員の実施している（又は実施予定）モビリティ関連のプロジェクト
■実証実験ダイジェスト動画



  Kanematsu Corporation. All Rights Reserved.

兼松/データ・テック 取組みご紹介

兼松(株) :  浜松に拠点を構える企業様との取引多数。グループのデータ・テックと共に交通課題の解決に取組む。

(株)データ・テック :  製品搭載車両の走行データを纏め、「危険運転の起こりやすい地点の分析」等が可能。

出所 (株)データ・テック22年展示会資料



交通事故ＡＩ分析による
危険予測箇所の公開について
浜松市土木部道路企画課



浜松市内における人身交通事故発生状況

人口10万人当たりの人身交通事故件数 14年連続で政令指定都市中ワースト１

浜松市交通事故ワースト１脱出作戦（H27～） 3,821件を削減（▲42.9%）
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交通事故ＡＩ分析とは・・・

事故データや道路構造等の事故が

多発する特徴を学習した

「事故危険度予測モデル」により、

事故危険度※が高い箇所である

①「危険予測箇所」を抽出

抽出した危険予測箇所を

②オープンデータとして公開

するとともに、地図上へ可視化

交差点の構造等の事故の要因を

学習した「対策検討モデル」により、

事故要因を特定し、

③有効な対策を検討

※事故危険度：相対的な事故の発生しやすさを示す指標（0以上1以下の数値）であり、数値が大きいほど危険度が高い



危険予測箇所の公開

公開先

浜松市データ連携基盤データカタログポータルサイト内

https://dataplatformportal.city.Hamamatsu.shizuoka.jp

可視化マップのイメージ



庄内地区における共助型交通の取り組み（市デジタル・スマートシティ推進課）



庄内地区における共助型交通の取り組み（市デジタル・スマートシティ推進課）

種別 交通空白地有償運送（事業者協力型）

運行主体（事業実施団体）

団体名 庄内地区社会福祉協議会

運送の区域

運行管理※調整中

団体名 光タクシー株式会社

自家用有償旅客運送の種別

マッチング

出かけるついでに
乗せていってあげ
るよ

自分で運転できないか
ら、誰か乗せて行って
ほしいなぁ

ノッカル庄内

名称

住民ドライバー 地域住民



庄内地区における共助型交通の取り組み（市デジタル・スマートシティ推進課）



庄内地区における共助型交通の取り組み（市デジタル・スマートシティ推進課）

事業予定 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月～
準備(住民説明など)

お試し運行(無料)

本運行（有料）

＜スケジュール＞

・令和５年度第１回浜松市地域公共交通会議（令和５年６月２７日開催）において
運行実施内容について合意

＜浜松市地域公共交通会議＞



８ 意見交換


